
住所 宮城県仙台市宮城野区港4-12-6 資本金 10,000万円

代表者 代表取締役社長 笠原 賢二 従業員数 35名

設立年 昭和42年
売上高 9億円（平成25年度）

業種 製造業（発泡スチロール製品の製造・販売）

TEL 022-259-6346 URL http://www.s-kasahara.co.jp/

事業概要（被災前）

・昭和42年 仙台化成株式会社設立。

・昭和51年 仙台化成株式会社に笠原工業株式会社が資本参加。

・平成13年 北日本化学工業と合併。ケー・エス・ケー株式会社に社名変更。

・笠原工業グループ（福島県須賀川市）の発泡スチロール部門の中核。

被災概要

・東日本大震災の津波は、仙台港近くの工業団地と

流通産業団地の高度集積地を襲い、数百といわれる
事業所が被災。
・ケー・エス・ケー社屋の1階は完全にがれきに埋没
・設備機械はいったん大崎市松山事業所に移転。
・平成23年10月からは、中小機構による仮設事務所
「扇町ビジネスパーク」にて操業再開。

復興に向けた状況や課題

・平成24年に入り、仙台港付近の産業団地にあった大企業・みなし大企業を含む70社超が

グループ補助金の申請に向けて動き出す。まず、勉強会から支援の要請あり。

・第5次に申請するが、被害総額450億円、補助金請求額は100億円に近い金額となること、

大企業も顔を並べていることから、不採択になった。

・製造業グループ、鉄鋼関係グループ、物流グループ、食品倉庫グループなどに分割する

方向で、グループ再組成、コンセプト、復興計画の再構成を行う必要が生じた。

（ケー・エス・ケー社は、製造グループの幹事）

支援テーマと内容

1. グループ補助金申請のためのグループ組成、再組成の支援。

2. グループコンセプト、復興計画の策定、再策定の支援。

3. 申請手続き、交付・精算手続きの支援。

4. 復興事業計画の遂行状況のフォロー。

5. ものづくり補助金申請（ケー・エス・ケー社）の支援。

ケー・エス・ケー（株）の仮設工場
が入っていた中小機構による
「扇町ビジネスパーク」
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事業者からのコメント 震災復興支援アドバイザーからのコメント

震災後は、一時大崎市の松山事業所に設備機械を移した

り、中小機構による仮設施設で操業を続ける中で、本社・工

場の再建のためのグループ補助金の申請にあたり、西村アド

バイザーのお力添えをいただきました。また、ものづくり補助

金の申請にあたってもご支援をいただきました。

当社は震災後、仙台工場の事業内容

を大幅に転換し、土木・建材用途に

特化した商品を製造。特に三陸道等の

道路用盛土材の供給を通して、県内

の復興に寄与してきましたが、その

源になったのは、新本社・工場の本格

的な稼働です。西村アドバイザーの

的確なご指導に深く感謝しています。

当初は仙台港特区を構成する大企業を含む70社超がグル
ープ補助金の申請を実施したものの採択されず、その後、中
小企業のみでグループを組み直すなど、さまざまな試行錯誤
を経て採択にたどり着くことができました。ケー・エス・ケー社（
菅野元常務）は当初から全体のグループの中心として、積極
的に勉強会や議論の場に参加

していただきました。そのご尽

力があったからこそ、当グルー

プの補助金の採択に結びつい

たと思います。

今後の復興計画の推進に

ついてもご要請あれば、支援

を検討させていただきます。

支援の成果（写真添付）

支援の成果 今後の事業展開

1. 第6次グループ補助金採択（仙台港特区製造グループ7社）

なお、仙台港特区物流グループ16社も同時採択。

2. 新本社・工場の完成（平成25年）

3. ケー・エス・ケー社 ものづくり補助金採択（平成25年5月）

「住宅産業が抱える課題解決に向けた発泡断熱材製品加

工ラインのプロセス強化について」

グループ補助金申請支援から新本社工場の本格稼働に至

るまで支援し、現在、商品製造も軌道に乗りつつある。

1.復興共同事業計画のひとつである、グループ構成企業

から生じる「木材の端材」等から「ペレット燃料」を製造し、

これを熱源としてグループ構成企業で再利用（環境循環型

スキーム）する構想の実現に向けて、グループ全体として、

組織化と事業計画策定を推進していく。

2.当社は、「ものづくり補助金」の採択を受け、今後住宅建

材への販路拡大を目指していく。

震災復興支援アドバイザー
営業コンサルタント

西村 哲雄

ケー・エス・ケー株式会社
顧問 菅野 洋一氏

グループ補助金申請の
ためのグループ組成と
復興（共同事業）計画の
策定支援を行った。

グループ補助金申請支援を行い、その後復旧し現在の本
社・工場がある。

ペレット燃料


